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�松本短期大学の昨年度の講義で、最多質問は、

『高齢者施設実習の時、利用者から「死にたい」

「あの世から迎えがこない」と言われ、何と答

えてよいか分からず、無言で、何ともいえな

い悲しい、辛い憂鬱な実習をした。「死にたい」

と言われたときは、どう答えてよいか教えて

ください。介護福祉士として心に留めておき

たい』という質問でした。

　「死にたい」という問いには、答えは一つ「死

ぬな」です。人は、この世に三間がなければ、

あの世(天国)に帰ってしまいます。三間とは、

空間(天地一杯に生きる居場所)・時間(自分の

時間は自分だけのもの)・人間(支え合い生き

る命)です。

�いじめや無視(シカト＝花札の10月はもみ

じと鹿であり、その姿がそっぽを向いて知ら

ん顔していることから）という行為により、

居場所と時とかけがえのない命を奪われます。

�子どもにとっての学校は、ほとんどの時間

を過ごす最大の居場所であり、いのち輝く時

を無視され、人間を否定された子どもは、天

国に帰ってしまいます。

�命は、ひとりに一つしかありません。一度

手放してしまったら絶対に戻らないことを肝

に銘じておきたいものです。思いやり、いた

わりとは人それぞれの存在を認め、その命に

敬虔な心を寄せることであります。今こそ、

自然や命の神秘を見つめ、生きている命の尊

さを思ってほしいと切に願っています。

支え合う命を思う
市人権教育指導委員

龍門寺住職　佐々木  一生

ゆううつ

さん かん

じん かん

けい けん

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

農
業
者
年
金
受
給
者
現
況
届
の
提
出

水
道
メ
ー
タ

取
り
替
え
作
業
を
行
い
ま
す

　
農
業
者
年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん
は
、

毎
年
６
月
末
ま
で
に
、
現
在
の
状
況

を
記
載
し
た
現
況
届
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　
こ
れ
は
、
引
き
続
き
年
金
の
支
給

を
受
け
る
要
件
が
あ
る
か
を
確
認
す

る
た
め
の
も
の
で
、
提
出
さ
れ
な
い

場
合
は
、
年
金
の
支
給
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
。
該
当
す
る
皆
さ
ん

に
は
、
す
で
に
現
況
届
が
郵
送
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
農
業
委

員
会
ま
で
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
提
出
期
限
　
６
月
２９
日（
金
）

■
提
出
場
所
・
問
い
合
わ
せ

　
三
郷
総
合
支
所
内
農
業
委
員
会
事
 

　
務
局（
℡
７７
・
３
１
１
１
）

　
市
で
は
、
計
量
法
に
基
づ
き
有
効
期

間
満
了
と
な
る
水
道
メ
ー
タ
の
取
り
替

え
作
業
を
行
い
ま
す
。

　
作
業
は
、
市
か
ら
委
託
さ
れ
た
作
業

員（
市
の
腕
章
を
着
用
）が
無
料
で
、
取

り
替
え
作
業
を
行
い
ま
す
。
敷
地
内
に

立
ち
入
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
作
業
を
行

い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
メ
ー
タ
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
障

害
物
な
ど
が
あ
り
ま
す
と
作
業
の
妨
げ

に
な
り
ま
す
の
で
、
移
動
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
取
替
対
象
　
平
成
１１
年
度
に
取
り
付

　
け
ら
れ
た
水
道
メ
ー
タ

■
作
業
期
間
　
７
月
〜

１１
月
末

　
・
７
月
明
科
地
域
・
８
月
三
郷
地
域

 
・
９
月
豊
科
地
域
・
１０
月
穂
高
地
域

　
・
１１
月
堀
金
地
域

■
問
い
合
わ
せ
　
上
下
水
道
部
業
務
課

　（
℡
７２
・
３
１
１
１
）

�
穂
高
町
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
規
定

に
よ
り
、
市
長
が
承
認
し
た
事
業
は

次
の
と
お
り
で
す
。

平
成
１９
年
４
月
の
開
発
審
査
分

�（
承
認
日
　
平
成
１９
年
５
月
１６
日
）

■
有
限
会
社
　コ
ス
モ
開
発
の
開
発
事
業

・
場
所
　
穂
高
９
６
３
５
番

・
開
発
面
積
　
１
、１
１
６
㎡

・
目
的
　
建
売
分
譲
住
宅
の
４
区
画

■
株
式
会
社
　寿
企
の
開
発
事
業

・
場
所
　
穂
高
北
穂
高
３
１
６
２
番

　
　
　
　
他
３
筆
�
�

・
開
発
面
積
　
２
、７
１
３・
８
１
㎡

・
目
的
　
宅
地
造
成
８
区
画
う
ち
建

　
 
 
 

売
分
譲
２
区
画

■
寺
嶋
　耕
治
の
開
発
事
業

・
場
所
　
穂
高
８
１
２
１
‐２
他
２
筆

・
開
発
面
積
　
７
０
７
㎡

・
目
的
　
宅
地
造
成
お
よ
び
一
般
住

　
 
 
 

宅
の
建
築

■
飯
田
　俊
穂
の
開
発
事
業

・
場
所
　
穂
高
有
明
９
９
８
０
‐１
他

　
　
　
　
１
筆

・
開
発
面
積
　
９
６
７
㎡

・
目
的
　
一
般
住
宅
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
 
 
 
 
 

　
　
　
　
の
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
お
よ

　
　
　
　
び
駐
車
場

※
開
発
面
積
は
土
地
面
積
で
す
。

　
長
野
労
働
局
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
残

業
や
過
重
労
働
に
関
す
る
悩
み
・
相

談
を
抱
え
る
労
使
と
そ
の
家
族
な
ど

か
ら
の
電
話
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

・
日
時
　
６
月
３０
日（
土
）

�
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

・
電
話
番
号（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

�
０
１
２
０
‐
８
９
７
‐
９
３
３

■
問
い
合
わ
せ
　

　
長
野
労
働
局
労
働
基
準
部
監
督
課

　
　
　（
℡
０
２
６
・
２
２
３
・
０
５
５
３
）

���　
市
で
は
、
長
野
県
弁
護
士
会
松
本

在
住
会
の
協
力
で
、
無
料
法
律
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。
相
談
内
容
な
ど

の
秘
密
は
、
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
７
月

１２
日（
木
）

�
　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時

３０
分

■
場
所
　
三
郷
総
合
支
所
第
３
会
議
室

■
相
談
人
数
　
８
人

■
相
談
時
間
　
１
人
２０
分

■
申
込
方
法
　
７
月
５
日（
木
）の
午
前

　
９
時
〜
正
午
ま
で
に
電
話
で
お
申

　
し
込
み
く
だ
さ
い
。
先
着
順
で
は

　
あ
り
ま
せ
ん
の
で
受
付
時
間
内
に

　
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、

　
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

　
に
な
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
総
務
部
総
務
課
庶
務
係

　
　
　
　
　
　
（
℡
７１
・
２
０
０
０
）

穂
高
地
域
　
開
発
事
業
の
承
認

無
料
法
律
相
談
会

過
重
労
働
・
賃
金
不
払
残
業
解
消

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

犬の飼い主の皆さんへ

犬のフンは、きちんと片付けてください。

　そよ風が心地よい季節になり、犬と散歩を楽しむ人も増えてきました。
動物とのふれあいは、見る側にとっても心和む情景です。一方、市には、
次のようなふんの始末に関する苦情が多数寄せられています。
�
・シャベルや袋を持っていても拾わない人がいる

・田畑やあぜ道に勝手に埋める

・土手は、子どもたちも通るので、ふんを埋めた
�つもりでも出てきて、踏んだりすると不衛生である

・家の前にふんが落ちている　など

　飼い主の皆さんは、散歩のときは必ずスコップや袋を持って出掛けましょう。
　持っていない人には、声を掛けましょう。
�

鑑札は、必ず犬に付けておきましょう。

　犬は檻に入れるか、クサリでつなぎ、離し飼いはやめましょう。鑑札を付けて
おくと、万が一、迷い犬になった場合でも、飼い主がすぐに判明します。

■問い合わせ　各総合支所地域支援課生活環境係
　　　　　　�穂高総合支所内市民環境部環境課（℡８２・３１３１）

相

談


